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                                                                        �図のように，質量がMで太さ，密度が
一様な棒を摩擦のある床に置き，滑らかな壁に立て
かけた。棒は倒れることなく，床との角度qを保っ
て静止した。このとき，棒が壁から受ける垂直抗力
の大きさはどのように表されるか。
ただし，重力加速度の大きさをgとする。
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－  15  －

                �図のようなⅠ形断面の下縁の
断面係数はいくらか。
１．４０８ cm3　
２．４４８ cm3　
３．４８８ cm3　
４．５２８ cm3　
５．５６８ cm3　
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－  19  －

               �水面下に，図のような平板が鉛
直に位置するとき，この平板の片側の面に
作用する全水圧の作用点の水深はおよそい
くらか。
１．３．３３ m
２．３．４２ m
３．３．５０ m
４．３．５２ m
５．３．６７ m
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